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１．特別利益の計上及びその内容
　固定資産売却益

２．平成27年3月期第2四半期（累計）連結業績予想と実績との差異（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 19,600 80 110 380 19.40
今回実績値（Ｂ） 19,398 31 59 619 31.64
増減額（Ｂ-Ａ） △ 202 △ 49 △ 51 239 －
増減率（％） △ 1.0 △ 61.3 △ 46.4 62.9 －
（ご参考）前期第2四半期実績
(平成26年3月期第2四半期）

３．平成27年3月期通期連結業績予想の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 38,600 140 190 480 24.51
今回修正予想（Ｂ） 38,300 40 90 500 25.53
増減額（Ｂ-Ａ） △ 300 △ 100 △ 100 20 －
増減率（％） △ 0.8 △ 71.4 △ 52.6 4.2 －
（ご参考）前期実績
(平成26年3月期）

平成26年11月6日

特別利益の発生、第2四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異
及び通期業績予想の修正に関するお知らせ

　また、平成26年5月15日に公表いたしました平成27年3月期第2四半期累計期間（平成26年4月1日～平成26年9月30
日）の業績予想値と実績値の差異、及び通期業績予想につきまして下記の通りお知らせいたします。

記

　当社は下記のとおり特別利益を計上することになりましたので、その概要をお知らせいたします。

　平成26年5月15日に公表いたしております、「固定資産の譲渡に関するお知らせ」のとおり手続きが完了しましたので、
固定資産売却益916百万円を計上いたします。
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４．平成27年3月期第2四半期（累計）個別業績予想と実績との差異（平成26年4月1日～平成26年9月30日）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
１株当たり

四半期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 18,300 50 130 350 17.87
今回実績値（Ｂ） 18,004 40 136 716 36.61
増減額（Ｂ-Ａ） △ 296 △ 10 6 366 －
増減率（％） △ 1.6 △ 20.0 4.6 104.6 －
（ご参考）前期第2四半期実績
(平成26年3月期第2四半期）

５．平成27年3月期通期個別業績予想の修正（平成26年4月1日～平成27年3月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり

当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想（Ａ） 36,000 100 240 450 22.98
今回修正予想（Ｂ） 35,700 50 190 530 27.06
増減額（Ｂ-Ａ） △ 300 △ 50 △ 50 80 －
増減率（％） △ 0.8 △ 50.0 △ 20.8 17.8 －
（ご参考）前期実績
(平成26年3月期）

６．差異が生じた理由
①第２四半期累計期間

②通期

　   様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
以 上

18,522 4.0471 103 79

注．上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算出したものであります。実際の業績は今後

（連結）
　売上高は、消費税率引き上げによる駆け込み需要の反動が予想以上に大きく、損益面では、売上高の減少に加え、
円安の影響や物流費用が計画を上回ることとなったことにより、営業利益、経常利益ともに、前回予想を下回ることとな
りました。四半期純利益は、税金費用が当初計画を下回ることとなったため、前回予想を上回ることとなりました。

（個別）
　売上高は消費税率引き上げによる駆け込み需要の反動が予想以上に大きく、前回予想を下回ることとなりました。営
業利益につきましては、売上高が予想を下回ることに加え、在庫処分損が見込みより増加したことにより、前回予想を
下回ることとなりましたが、経常利益は、営業外収支の改善があり、前回予想を上回ることとなりました。四半期純利益
につきましては、税金費用が当初計画を下回ることとなったため、前回予想を上回ることとなりました。

8.57167

　連結・個別とも、第２四半期累計期間の業績を踏まえ、前回予想を修正いたしました。

36,585 58 133


